
・小中それぞれの外

国語（英語）授業公

開、職員の授業参観

・保護者や地域への

授業公開

・英語による校内放

送（朝・昼食・放課

後）

・英語教室の掲示や

ALTによる国際理解

に関する情報コー

ナーの作成と活用

・英語検定の推進・

実施

・結果による実態把

握と授業への活用

行事・他教科との関連 行事との関連

(国際理解）・教科横断的な視点を取り入れた単元構想

や授業づくり

例）社会：自分たちの町・地域・歴史

　　家庭科：食べ物の言い方、料理

　　図工・美術：ポスターづくり

・修学旅行での外国人との積極的な交流

・英語弁論大会校内代表者による発表

・一日入学での英語授業参観

・中学校区内の外国

語担当による情報交

換（小小連携や小中

連携における共通理

解の推進）

・指導法や教材の継

続性

・幼・保から中3まで

のCAN-DOリストの

作成

・CAN-DOリストを

もとにした授業実

践・評価

小学校のゴール 中学校のゴール

・簡単な英語を使って、自分の思いや考えを伝え

合いながら、積極的にコミュニケーションをとる

ことができる。

・アルファベット（大文字・小文字）を書くこと

ができ、音声で慣れ親しんだ語や表現を書き写し

ながら、自分のことについて書くことができる。

・目的や場面、状況に応じて、他者に配慮しなが

ら積極的に英語でコミュニケーションをとること

ができる。

・日本文化や郷土について誇りをもち、英語で外

国人に伝えることができる。

・いろいろな国の文化に興味をもち、異なる文化

を受け入れることができる。

外国語（英語）教育の具体的な取組

外国語教育部会 CAN-DOリスト 授業参観・交流 環境整備 英語検定

・素直で素朴な児童が多

い。

・英語に対して、興味・関

心があり、活動に積極的に

取り組むことができる。

・英語の発音に対して抵抗

がなく、聞いた通りに言お

うとする児童が多い。

・英語学習に対する意欲や

取組に個人差がある。

 １ コミュニケーション能力

　  の育成

 ２ 異文化に興味をもち、異

　  なる文化を理解しようと

     する態度の育成

 ３ 自分の考えや思いをも

　  ち、主体的に発信してい

     ける能力の育成

・素直でまじめに物事に取

り組むことができる。

・外国に対して興味をも

ち、英語の学習に必要感を

もって取り組む生徒が多

い。

・自分に対する自信のなさ

や、文法が気になることか

ら、積極的に自己発信する

ことが苦手である。

甘楽町立甘楽中学校区　外国語（英語）教育全体計画

甘楽町立福小幡小学校・福島小学校・新屋小学校・甘楽中学校

児童の実態 甘楽中学校区の外国語（英語）教育の重点目標 生徒の実態


